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ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
昨
年
九
月
二
八
日
に
大
統
領
選
挙
が
実
施

さ
れ
た
。
二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
〇
日
に
行
わ
れ
た
議
会
選
挙
に
お

い
て
、
有
権
者
登
録
か
ら
投
票
、
さ
ら
に
は
結
果
発
表
に
至
る
ま
で

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
噴
出
し
た
た
め
、
大
統
領
選
挙
に
お
い
て
は
十

分
な
選
挙
不
正
対
策
と
投
票
を
安
全
に
行
う
た
め
の
治
安
対
策
が
、

選
挙
を
取
り
仕
切
る
独
立
選
挙
委
員
会
（
Ｉ
Ｅ
Ｃ
）
に
強
く
求
め
ら

れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
結
果
的
に
こ
の
二
点
に
関
し
て
の
取
り
組

み
は
極
め
て
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
、
マ
ス
コ
ミ
や
有
力
政
治
家
た

ち
か
ら
公
正
な
選
挙
実
施
に
つ
い
て
の
懸
念
が
示
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
投
票
日
は
幾
度
も
延
期
が
発
表
さ
れ
、
最
終
的
に
投
票
日
が
確

定
し
た
の
は
昨
年
三
月
二
〇
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

大
統
領
選
ガ
ニ
ー
氏
再
選
も
混
乱
や
ま
ず

　

一
八
年
に
実
施
さ
れ
た
議
会
選
挙
同
様
、
大
統
領
選
挙
の
投
票

結
果
発
表
も
大
幅
に
遅
れ
、
一
二
月
二
二
日
に
暫
定
結
果
が
、
最

終
結
果
は
投
票
日
か
ら
約
五
ヵ
月
が
経
過
し
た
二
月
一
八
日
に
な

り
、
よ
う
や
く
発
表
さ
れ
た
。
最
終
結
果
の
得
票
率
は
現
職
の
ガ

ニ
ー
大
統
領
が
五
〇
・
六
％
、
次
点
の
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
行
政
長
官

は
三
九
・
五
％
で
あ
っ
た
。
大
統
領
選
挙
で
は
過
半
数
を
獲
得
す
る

候
補
者
が
い
な
か
っ
た
場
合
、
上
位
二
名
に
よ
る
決
選
投
票
が
実
施

さ
れ
る
が
、こ
の
最
終
結
果
を
受
け
て
、過
半
数
を
獲
得
し
た
ガ
ニ
ー

の
再
選
が
確
定
し
た
。
一
方
、
敗
北
し
た
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
は
投
票

上
智
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
客
員
所
員

登
利
谷
正
人

大
統
領
選
で
現
職
ガ
ニ
ー
氏
再
選
の
発
表
後
も

混
乱
続
く
ア
フ
ガ
ン
政
局
。

米
タ
リ
バ
ン
の
歴
史
的
な
和
平
協
定
が
結
ば
れ
て
も
な
お
、

危
機
の
構
図
は
続
い
て
い
る
。

と
り
や　

ま
さ
と　

二
〇
一
三
年
上
智
大
学

大
学
院
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
満
期
退

学
。博
士（
地
域
研
究
）。上
智
大
学
イ
ス
ラ
ー

ム
研
究
セ
ン
タ
ー
特
別
研
究
員
な
ど
を
経
て

現
職
。
専
門
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
パ
キ
ス

タ
ン
地
域
研
究
。
著
書
に
『
近
代
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
の
国
家
形
成
』
な
ど
。

中
東
レ
ポ
ー
ト
①

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

米
タ
リ
バ
ン
和
平
も
平
和
の
展
望
見
え
ず
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終
了
直
後
か
ら
Ｉ
Ｅ
Ｃ
と
ガ
ニ
ー
政
権
と
の
癒
着
を
含
め
た
選
挙
不

正
を
訴
え
続
け
、
最
終
結
果
発
表
後
に
は
自
ら
勝
利
宣
言
ま
で
行
う

な
ど
、
ガ
ニ
ー
政
権
に
対
す
る
態
度
を
さ
ら
に
硬
化
さ
せ
た
。

　

ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
の
強
い
不
満
の
背
景
に
は
、
前
回
一
四
年
の
大

統
領
選
挙
に
お
け
る
経
緯
も
影
響
し
て
い
る
。
前
回
選
挙
の
初
回
投

票
で
首
位
に
立
っ
た
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
は
、
決
選
投
票
で
は
ガ
ニ
ー

に
敗
れ
た
た
め
、ア
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
陣
営
は
選
挙
不
正
を
強
く
主
張
し
、

政
局
は
混
迷
を
極
め
た
。
事
態
を
重
く
見
た
当
時
の
米
オ
バ
マ
政
権

が
直
接
仲
裁
に
乗
り
出
し
、ガ
ニ
ー
が
大
統
領
に
、ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー

が
大
統
領
に
準
ず
る
新
た
な
ポ
ス
ト
で
あ
る
行
政
長
官
に
就
任
す
る

こ
と
で
妥
協
し
、
両
者
の
二
頭
体
制
に
よ
る
「
挙
国
一
致
政
府
」
を

設
立
す
る
こ
と
で
、
合
意
に
至
っ
た
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
今
回
の
大
統
領
選
で
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
が
権
力

按
分
に
よ
る
妥
協
的
対
応
を
求
め
て
い
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ

る
。
た
だ
、
直
近
の
情
勢
を
見
て
も
、
両
者
の
対
立
は
前
回
大
統
領

選
と
比
較
し
て
も
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｅ
Ｃ
に
よ
る
ガ
ニ
ー

当
選
発
表
後
、
ガ
ニ
ー
、
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
両
氏
は
そ
れ
ぞ
れ
の
組

閣
人
事
を
公
表
し
、
自
ら
が
正
当
な
大
統
領
で
あ
る
こ
と
を
誇
示
し

た
。
さ
ら
に
三
月
九
日
に
は
、
両
氏
が
別
々
に
大
統
領
就
任
式
典
を

挙
行
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
事
態
収
拾
の
見
込
み
は
全
く
立
っ
て
お

ら
ず
、
大
統
領
の
地
位
を
め
ぐ
る
権
力
闘
争
は
今
後
さ
ら
に
激
化
す

る
様
相
を
見
せ
て
い
る
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｅ
Ｃ
に
よ
る
活
発
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
今
回
の
選
挙
に
お
け
る
投
票
率
は
二
割
を
切
り
、
極
め
て
低
調

で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
国
民
の
大
半
が
政
治
家
た
ち
や
現
政
体

に
向
け
る
強
い
不
信
感
の
な
に
よ
り
の
証
左
と
い
え
る
。
前
述
の
よ

う
に
、
一
八
年
の
議
会
選
挙
と
昨
年
の
大
統
領
選
挙
の
双
方
に
お
い

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
正
・
不
備
が
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、
国

民
の
不
信
と
不
公
正
な
選
挙
実
施
と
い
う
点
か
ら
も
、
立
法
府
と
大

統
領
権
力
の
正
当
性
に
大
い
に
疑
問
符
が
つ
く
状
態
は
、
政
治
の
安

定
性
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
憂
慮
す
べ
き
状
況
で
あ
る
と
い
え
る
。

米
は
タ
リ
バ
ン
と
の
和
平
を
選
択
、
ア
フ
ガ
ン
政
府
は
？

　

二
月
二
九
日
カ
タ
ー
ル
の
首
都
ド
ー
ハ
に
お
い
て
、
米
国
と
タ
リ

バ
ン
の
間
で
両
者
の
和
平
協
定
の
署
名
式
典
が
行
わ
れ
た
。こ
れ
は
、

そ
れ
ま
で
治
安
維
持
を
担
っ
て
い
た
国
際
治
安
支
援
部
隊
（
Ｉ
Ｓ
Ａ

Ｆ
）
が
二
〇
一
四
年
末
に
撤
退
す
る
の
と
前
後
し
て
模
索
さ
れ
て
き

た
、
タ
リ
バ
ン
と
の
和
平
交
渉
プ
ロ
セ
ス
の
成
果
で
あ
る
と
い
え
よ

う
。
一
六
年
初
頭
に
は
米
国
・
中
国
・
パ
キ
ス
タ
ン
・
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
に
よ
る
和
平
交
渉
開
始
の
た
め
の
調
整
協
議
が
、
同
年
末
に
は

ロ
シ
ア
主
導
の
協
議
枠
組
み
が
開
始
さ
れ
て
い
た
が
、
米
国
で
ト
ラ

ン
プ
政
権
が
誕
生
し
た
一
七
年
一
月
以
降
、
和
平
交
渉
の
機
運
は
さ
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ら
、
に
高
ま
り
を
見
せ
た
。
二
〇
一
八
年
七
月
に
は
米
国
務
省
の
担

当
者
が
タ
リ
バ
ン
と
直
接
接
触
を
開
始
し
、
九
月
四
日
に
は
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
と
イ
ラ
ク
両
国
で
大
使
を
歴
任
し
、
米
国
連
大
使
も
務
め

た
ザ
ル
メ
イ
・
ハ
リ
ル
ザ
ー
ド
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
和
平
担
当
特
使

に
就
任
し
た
。
直
後
の
一
〇
月
以
降
、
ハ
リ
ル
ザ
ー
ド
と
ド
ー
ハ
に

置
か
れ
た
タ
リ
バ
ン
政
治
事
務
所
の
メ
ン
バ
ー
ら
と
の
間
で
複
数
回

に
わ
た
り
交
渉
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
今
年
二
月
二
二
日
か
ら

七
日
間
の
「
停
戦
」
履
行
を
条
件
に
、
両
者
の
和
平
協
定
が
締
結
さ

れ
る
こ
と
で
合
意
に
至
っ
た
。

　

こ
の
協
定
で
は
、
一
三
五
日
以
内
に
駐
留
米
軍
を
現
在
の

一
万
二
〇
〇
〇
人
か
ら
八
六
〇
〇
人
に
削
減
し
、
一
四
ヵ
月
以
内
に

全
面
撤
退
す
る
と
い
う
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
駐
留
部
隊
撤

兵
は
タ
リ
バ
ン
が
一
貫
し
て
要
求
し
て
き
た
内
容
で
あ
り
、
タ
リ
バ

ン
に
と
っ
て
は
目
に
見
え
る
大
き
な
成
果
と
い
え
よ
う
。
駐
留
部
隊

の
撤
兵
に
つ
い
て
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
の
早

期
撤
退
を
進
め
る
こ
と
を
政
権
公
約
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、
北
大
西

洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
関
係
各
国
も
早
期
撤
退
を
望
ん
で
い
る

点
は
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、
す
で
に
二
〇
年
近
く
が
経
過
し
た
復
興

の
た
め
の
国
際
支
援
も
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
府
内
部
に
お
け
る
汚

職
の
蔓
延
、
あ
る
い
は
改
善
の
兆
し
が
見
え
な
い
治
安
情
勢
や
社
会

経
済
状
況
と
い
う
観
点
か
ら
、
先
細
り
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
合
意
に
至
っ
た
米
タ
リ
バ
ン
間
の
和
平
協
定
を

め
ぐ
っ
て
は
、
い
く
つ
か
の
点
で
注
目
す
べ
き
論
点
を
有
す
る
。
最

も
重
要
な
点
は
、
本
合
意
形
成
に
至
る
過
程
で
、
当
事
国
で
あ
る
米

国
を
は
じ
め
、
ロ
シ
ア
、
中
国
、
イ
ラ
ン
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
ウ
ズ
ベ

キ
ス
タ
ン
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）、

カ
タ
ー
ル
な
ど
周
辺
国
、
お
よ
び
利
害
関
係
の
あ
る
国
々
の
ほ
と
ん

ど
全
て
が
、
タ
リ
バ
ン
と
の
和
平
交
渉
に
お
い
て
協
議
を
主
催
・
仲

介
す
る
な
ど
好
意
的
姿
勢
を
見
せ
て
き
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
約
二
〇
年
前
の
「
タ
リ
バ
ン
政
権
」
時
に
お
け
る
国
際

的
孤
立
状
況
と
比
較
す
る
と
対
照
的
で
あ
る
。
実
は
当
時
の
タ
リ
バ

ン
も
諸
外
国
と
の
友
好
的
外
交
関
係
樹
立
と
そ
れ
に
よ
る
社
会
・
経

済
の
復
興
を
進
め
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
た
が
、
結
局
政
権
を
承
認

し
た
の
は
パ
キ
ス
タ
ン
・
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
・
Ｕ
Ａ
Ｅ
の
三
ヵ
国
の

み
で
あ
っ
た
。
他
方
、
現
在
の
タ
リ
バ
ン
は
政
治
的
に
も
米
・
中
・

ロ
や
関
係
周
辺
諸
国
の
間
で
交
渉
相
手
と
し
て
認
知
さ
れ
、
軍
事
面

で
も
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
国
内
で
無
視
し
え
ぬ
存
在
感
を
有
し
て
い

る
。
さ
ら
に
は
悪
化
の
一
途
を
た
ど
る
国
内
の
社
会
・
治
安
情
勢
と

い
う
観
点
か
ら
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
和
平
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
政
治
勢
力
と
し
て
国
際
的
に
承
認
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

今
後
の
最
大
の
問
題
は
、
タ
リ
バ
ン
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
府
と

の
間
で
ど
の
よ
う
に
共
存
し
て
い
く
の
か
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
タ
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リ
バ
ン
側
は
〇
一
年
九
月
一
一
日
の
米
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
後
に
誕

生
し
た
カ
ル
ザ
イ
政
権
、
お
よ
び
現
在
の
ガ
ニ
ー
政
権
に
つ
い
て
、

米
国
を
中
心
と
す
る
外
国
に
よ
る
傀
儡
政
権
で
あ
る
と
見
な
し
て
い

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
当
初
か
ら
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
府
と
交
渉
す
る
の

で
は
な
く
、
そ
の
後
ろ
盾
で
あ
る
米
国
と
交
渉
す
る
こ
と
を
明
言
し

て
き
た
。
結
果
的
に
こ
の
交
渉
プ
ロ
セ
ス
が
成
功
し
た
今
、
傀
儡
政

権
と
見
な
す
ガ
ニ
ー
政
権
に
対
し
て
妥
協
的
対
応
を
す
る
と
は
考
え

に
く
い
。
当
面
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
府
と
交
渉
し
つ
つ
、
米
軍
な

ど
外
国
部
隊
の
撤
兵
後
に
攻
勢
を
か
け
る
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
は
、
大

い
に
想
定
さ
れ
る
流
れ
で
あ
る
。

一
九
九
〇
年
代
に
逆
戻
り
か

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
情
勢
は
極
め
て
流
動
的
で
今
後
の
状
況
を
正
確

に
予
測
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
た
だ
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
権

内
部
の
腐
敗
と
権
力
闘
争
の
激
化
、
政
府
側
の
誤
爆
に
よ
る
市
民
へ

の
被
害
拡
大
、
さ
ら
に
は
政
治
・
治
安
・
社
会
経
済
な
ど
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
お
け
る
停
滞
ぶ
り
か
ら
、
人
々
の
現
政
権
に
対
す
る
不
信
感

は
頂
点
に
達
し
て
い
る
と
い
う
点
は
疑
い
な
い
。
加
え
て
、
軍
事
と

民
生
の
両
面
に
お
け
る
国
際
的
支
援
は
縮
小
を
続
け
て
い
る
。

　

他
方
、
タ
リ
バ
ン
は
こ
の
よ
う
な
不
安
定
な
政
治
・
社
会
状
況
に

お
い
て
、
新
た
な
社
会
秩
序
構
築
を
掲
げ
て
現
政
権
と
対
峙
す
る
と

考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
軍
事
力
と
い
う
観
点
か
ら
も
駐
留
外
国
部

隊
の
支
援
を
受
け
た
現
政
権
と
ほ
ぼ
拮
抗
し
た
状
況
で
あ
る
た
め
、

も
し
外
国
部
隊
の
全
面
撤
収
と
い
う
事
態
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
タ

リ
バ
ン
が
優
位
に
立
つ
こ
と
も
大
い
に
想
定
さ
れ
る
。

　

こ
の
状
況
は
各
勢
力
間
で
相
争
っ
た
一
九
九
〇
年
代
中
盤
の
国
内

状
況
と
の
類
似
点
も
多
く
、
現
政
権
と
タ
リ
バ
ン
と
の
間
の
全
面
衝

突
の
危
険
性
を
孕
ん
だ
状
況
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
す
で
に
厭
戦
気

分
の
蔓
延
す
る
国
際
社
会
が
粘
り
強
く
内
戦
激
化
を
食
い
止
め
る
た

め
の
関
与
を
継
続
す
る
こ
と
が
、
さ
ら
な
る
戦
闘
激
化
の
回
避
に
向

け
た
鍵
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

一
触
即
発
と
も
い
え
る
現
状
の
中
で
日
本
の
果
た
す
こ
と
の
で
き

る
役
割
は
限
定
的
に
見
え
る
が
、
実
は
仲
裁
役
と
し
て
の
役
割
を
担

う
こ
と
の
で
き
る
稀
有
な
存
在
と
な
り
得
る
か
も
し
れ
な
い
。
昨
年

一
二
月
四
日
に
発
生
し
た
中
村
哲
医
師
殺
害
事
件
後
の
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
社
会
の
反
応
か
ら
、
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
が
想
定
さ
れ
る
諸

勢
力
間
の
仲
裁
や
現
地
の
社
会
・
経
済
的
復
興
活
動
に
お
い
て
、
日

本
は
諸
外
国
と
比
較
し
た
場
合
に
、
一
定
の
説
得
力
を
持
っ
て
活
動

す
る
信
頼
の
土
壌
が
現
地
社
会
に
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る
本
格
的
内
戦
の

危
機
回
避
に
向
け
、
日
本
を
含
め
た
国
際
社
会
の
外
交
力
が
問
わ
れ

る
機
会
は
間
近
に
迫
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
●




